
１．学校教育目標

５．今年度の重点目標

・自らの考え・主張を自分の言葉で伝えられる生徒（発信）

３．目指す教師像
・学び手は常に正しいという視点を持った教師

・誰もから信頼される教師

・ドグマにとらわれず、学びを進める教師

・夢を語り、夢を持たせる、夢先案内人たる教師

令和６年度　学校評価中間報告　　　　加賀市立錦城中学校　校長　山下　　悟

「お互いの個性を尊重し、心身ともに力強く成長することで、持続可能な社会の創り手として自ら課題解決
に取り組み、創造的に未来を生きることができる生徒を育成する」

２．目指す生徒像
・将来の夢や希望を持ち、自主的にその実現のために努力できる生徒（挑戦）

・自ら考え、学び、自他の良さに気付く生徒（創造）

・お互いに認め合い、助け合う生徒（協働）

☆お互いに認め合い、助け合う生徒（協働）・・・「正しく」

☆自らの考え・主張を自分の言葉で伝えられる生徒（発信）・・・「美わしく」

評価項目 ①教育課程　学習指導

今年度の重点目標 自律的に学ぶ生徒の育成～メタ認知の強化を通して～

４．学校経営方針
〇生徒の学習活動、日頃の成果を発揮する場と機会を意図的に創り出し、自己達成感、成就感を味わわせる

〇学校教育活動等のあらゆる場面において自主的、主体的、能動的で創造性にあふれた活動を引き出す

〇PBS（ポジティブな行動支援）を根拠とした生徒指導、授業改善と支援体制を通して生徒、保護者、教職員共々のQOLの向上に努める

☆将来の夢や希望を持ち、自主的にその実現のために努力できる生徒（挑戦）・・・「強く」

☆自ら考え、学び、自他の良さに気付く生徒（創造）・・・「正しく」

評価の観点

(成果指標）
・課題に取り組んでいる間、自分のやり方が上手くいって
いるか、自分で分析している。
・課題が解決できない時は、やり方を変えたり、他の方法
を試してみようとしている。

(努力指標)
・生徒が意欲的に学べる工夫（授業、授業外問わず）をし
ている。
・生徒が学習において目標をもったり、計画的に行えるよ
うサポートしている。

実現状況の達成度
判断基準

「課題に取り組んでいる間、自分のやり方が上手くいって
いるか、自分で分析している。」「課題が解決できない時
は、やり方を変えたり、他の方法を試してみようとしてい
る。」と答えた生徒の割合が、
Ａ：80%以上
Ｂ：70%以上
Ｃ：60%以上
Ｄ：60%未満

「生徒が意欲的に学べる工夫（授業、授業外問わず）をし
ている。」、「生徒が学習において目標をもったり、計画
的に行えるようサポートしている」と答えた教師の割合が
Ａ：80%以上
Ｂ：70%以上
Ｃ：60%以上
Ｄ：60%未満

具体的取り組み

・さまざまな教育活動を通して、自ら学ぶことに積極的で、自分自身で学ぶ目標を設定したり、計画的に進めていける
よう生徒をサポートしていく。
・個別最適な学び、協働的な学びを効果的に取り入れていく。
・ICT機器等を効果的に活用し、互いの考えを共有し合い深める場を充実させる。
・市教委伴奏チームや外部とも連携し授業力向上につなげる。
・全国学力･学習状況調査および石川県基礎学力調査の結果、授業アンケートなどの結果を教科部会等で検討し、基礎
学力の定着、活用力の向上のための手だてを行っていく。
・組織的な授業改善のために、校内研修会の充実や授業力向上のための協力体制の整備に取り組む。

主担当 主幹教諭・研究主任

現状

・昨年度は「生徒に委ねる時間」を意識したことで、主体的に学習する姿が増えた。これまで、学習に積極的でなかっ
た生徒も少しずつ自分に出来ることから取り組み始めている。
・一方で一部の生徒は何をすればいいか分からず戸惑っていたり、周りと比較して自分の学習を深化できていない。
・自由進度学習を行う際、教師間のサポートや理解に差があるため、教科部会や研修を通して足並みを揃えていく必要
がある。
・生徒一人一人が自分自身の学びを客観的に見られるような仕組みを取り入れていく必要がある。

判定結果（中間）
やり方が上手くいっているか分析している…７４％（B)
やり方を変えたり、他の方法を試す…８２％（A)

９０％（A)

成果と課題
今後の改善策等

　今年度の学校研究として取り組んでいる自由進度学習や委ねる授業、そしてメタ認知スキルの向上に向け
た活動が、生徒の自己分析力と適応力の向上に寄与していると考えらる。特に振り返りの工夫、メタ認知を
意識したワークシートの作成、テスト振り返り表の活用などにより、生徒が自分自身を見つめ直す時間を確
保していることも影響しているのではないか。また、教師が生徒に対して一定の時間を確保し、失敗もチャ
レンジの一環として評価する姿勢を持ち、それを次の授業に繋げるための声掛けや振り返り等PBSの取り組
み行っていることも良かった。これらにより、生徒が自分の学びをモニタリングし、コントロールする力を
養っていると考えられる。今後も、これらの取り組みを継続・強化し、生徒の自己分析力と適応力の向上を
目指していきたい。
　また職員は、学校生活（授業）で、生徒が意欲的に学べる工夫をしたり、生徒が学習において目標をもっ
たり、計画的に行えるようにいろいろな形でサポートし、成果や課題を共有するようにしている。２学期は
さらに第２層支援（特別な支援を要する生徒）への具体的な手立てを学年会・チーム会・教科部会等で考え
ていく必要がある。

判定基準 Ｃ、Ｄの場合は指導法の再検討を行う。 Ｃ、Ｄの場合は授業方法や形態などの再検討を行う。

備考 生徒調査を１・２学期に行う。 教職員調査を１・２学期に行う。



具体的取り組み

・生徒会と連携し、生徒たちが自己決定する場面を増やし、自分たちで決めたルールを自分たちで守るという自治的な意識をさらに
高揚させていく。
・積極的な生徒指導を心掛け、自己指導能力の育成に努める。ルール遵守やトラブル、いじめにつながる軽率な言動を、生徒たち自
身の声かけによってなくしていけるような働きかけを継続していく。
・学校行事や清掃活動等において、縦割り活動を充実させることで３年生が中心となった自治的集団を育て、その中で生徒一人ひと
りの集団意識の向上にも努める。
・全校集会は生徒が自分たちの思いを語る場と位置づけ、生徒会を中心に進行し、たくさんの語り合いがなされるようにする。
・学力向上のための学びのサポートチームと連携し、構成的エンカウンターを取り入れていく。その中で、顔を上げて人の話を関心
をもって聞きくなど互いに安心して話し合い、語り合いができるような関係を築く。
・月に一度の生活アンケートや、QUアンケート等を積極的に活用しながら生徒一人ひとりに寄り添うような教育相談の充実を図る。

主担当 生徒指導主事

現状

・さまざまな場面で、縦割り活動を含めリーダーを中心とした自治的活動が充実してきている。昨年度の学校生活アン
ケートでは、「学校に行くのは(どちらかといえば)楽しい」、「まわりの人に(どちらかといえば)親切にしたり優しく
したりしている」の２項目では高い数値を出していることから生徒も学校生活に過ごしやすさや楽しさを実感している
と思われる。今後も生徒たちの実感の表れとして最も肯定的な数値がさらに伸びるように、また、否定的な生徒がゼロ
になるように安心安全な学校であること＋αの楽しい活動や自信を持たせる取り組みがさらに充実するような働きかけ
を全職員で考えていく。また、一部の生徒の言動で困ったり悩んだりする生徒も存在することから、生活アンケートや
QUアンケートを通して生徒の悩みや不安に気づき早急に対応することや、生徒一人一人の自己指導能力の育成に向けた
積極的な働きかけが必要と感じている。いじめや問題行動等のトラブルについては、積極的に認知し、情報共有と素早
い対応を今後も継続していく。
・学校行事や全校集会などにおいては生徒が主体的に活動する場面が増え、生徒の成長が見られた。その一方で、返事
を含めて自分の考えや思いを積極的に表現することが苦手な生徒もおり、リーダーだけに限らず誰もが自分の考えを表
現することが苦手な生徒にとっても発言・発信しやすい雰囲気や場面づくりをさらに進めていく必要がある。

評価項目 ②生徒指導

今年度の重点目標
・「生活行動目標（時を守り、場を清め、礼を正す）」、「PBS（ポジティブな行動支援）」による生徒が安心・安全
に過ごせる居場所づくり（集団づくり）に努める。
・自己指導能力の育成に向けた積極的な生徒指導を行っていく。

備考 生徒調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） 学校に行くのは楽しい…９５％（A) 親切にしたり優しくしたりしている…９６％（A)

成果と課題
今後の改善策等

「学校に行くのは楽しい」及び「まわりの人に親切にしたり優しくしたりしている」の2項目で高い数値が
出ていた。日々の生徒対応でPBS（ポジティブな行動支援）を根拠とした生徒指導を推進することで、生徒
のQOLが向上し、肯定的な回答につながっていると捉えている。2学期以降も生徒が適切な行動をとろうとし
たら即座にポジティブフィードバックを返したり、問題行動に対して指導する場面でも、生徒の行動変容を
促す指導を心掛け、全教職員の共通理解のもとで組織的に対応していきたい。

評価の観点

（成果指標）
・生徒が安心・安全を実感でき、温かい学級・学校となっているか。
・集団の中で、互いの違いを認め合い、思いやりのある言動がとれている。
・生徒一人一人が自身の言動について考え、その場にあった適切な判断がとれている。

実現状況の達成度
判断基準

「学校に行くのは楽しい」及び「まわりの人に親切にしたり優しくしたりしている」と答えた生徒が
Ａ：90%以上    Ｂ：80%以上    Ｃ：70%以上    Ｄ：70%未満

判定基準 Ｃ、Ｄの場合は取り組み方法の再検討を行う。

今年度の重点目標
・系統的にキャリア教育をすすめ、主体的に進路選択をする能力・態度を育成する。
・学習したことを今後の活動に活かそうとする態度を育成する。

具体的取り組み

・学活や道徳・総合的な学習の時間を通して自分を振り返り、将来の生き方を考えたり、社会的自立に向けて必要な力を身に付ける
授業を意識して行う。その際、キャリアパスポートを活用する。
・１年は職業調べやｻｸﾗﾉｰﾄ、適性検査、２年はジョブカフェや職場体験、３年は高校体験入学や高校説明会、面接練習などの取り組
みを行う。
・学校生活の様々な場面で、主体的に自己決定する場面をつくっていく。
・STEAM教育やプログラミング学習などを通して、論理的思考力や問題解決力を身につけ、自身の活動に生かす。
・各教科でキャリア教育に関連する内容の洗い出し、キャリア教育の年間指導計画を充実させる。

主担当 進路指導主事

評価項目 ③キャリア教育・進路指導

判定基準 Ｃ、Ｄの場合は取り組み方法の再検討を行う。

備考 生徒調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） ８７％（A)

現状

・系統的な進路学習を行っていることで、大半の生徒が自分の将来の生き方を考えており、一応の成果が出ていると思われるが、進
路のことといえば、「働くこと」「高校のこと」というイメージがあり、「自分の生き方を考えること」そのものが進路学習である
と考えにくい状況がある。また、活動を通して自己の変容を実感するまでに至っていない。
・行事や委員会活動などの自主的な活動や自己決定の場を多くつくることが進路を考えることにもつながっていると考えられる。

評価の観点
（成果指標）
生徒は総合的な学習や道徳や学活の時間などを通して、自分の将来の生き方や進路について考えることができている。

実現状況の達成度
判断基準

「自分の将来の生き方について考えることができた」と答えた生徒が
　Ａ：80％以上    Ｂ：70％以上    Ｃ：60％以上     Ｄ：60％未満

成果と課題
今後の改善策等

「自分の将来の生き方について考えることができた」というアンケート項目に関して、８７％という数値を
得ることができた。この要因として、２・３年生を対象に職業体験講話を行い、働くことに関しての関心を
高めることはできたと考えられる。また、校舎１Fの進路コーナーを充実させたことで、３年生はもちろ
ん、１・２年生への高校進学に対する意識を高めることができたと考えられる。今後は、「働くこと」や
「高校進学」のみならず、「自分の将来の生き方を豊かにすること」について考えられる生徒の育成を進め
ていきたい。そのために、総合的な学習の時間を活用し、人生設計やキャリアプランニングなどの機会を与
えられるような計画をたて、実施していきたい。



評価項目 ④安全指導　１防災

今年度の重点目標
・避難訓練や防災に関する学習活動を通じて、大きな災害から、生徒自らが身を守ることができる姿勢、行動、判断力
を育成する。

具体的取り組み

・１学期に１回，２学期に１回の目安で避難訓練を実施する。（内１回は火災，１回は震災を予定）
・2年生を対象とした救急救命講習の実施。
・不審者対策防犯訓練（職員向け）の実施。
・防犯教室の実施。

実現状況の達成度
判断基準

防災訓練および研修を通して防災に対する意識が高まったと答えた生徒および職員が
A：80％以上    B：70％以上    C：60％以上    D：60％未満

判定基準 生徒、職員ともにＣ、Ｄの場合は取り組み方法の再検討を行う。

備考 生徒調査を１・２学期に行う。

主担当 防災担当者

現状

・能登半島地震を経て，多くの生徒が震災に関して考える機会があったと感じる。特に，地震の怖さ身近さ，その後に
起こりうる災害による自分達の生活について大きく考え方が変わったのではないかと思う。いつ、どこで、どのような
形で起こりうるか予想できない日々の中で、常に危機意識を持たせることが必要と言える。昨年は２回の避難訓練を行
い、意識の向上を図った。生徒は緊張感を持ってしっかりと臨めるようになった。

評価の観点
（成果指標）
防災に対する意識が高まり、防災訓練等に緊張感を持って臨むことができる。

評価項目 ④安全指導　２交通安全

今年度の重点目標
・自転車通学生のヘルメット着用を徹底していく。
・登下校時に街頭指導を行い、交通マナーの徹底を図る。

判定結果（中間） 生　徒…９６％（A) 教職員…８０％（A)

成果と課題
今後の改善策等

火災を想定した避難訓練を行った。消防署の方にも来ていただき、火災時の注意点などについてもお話して
いただいたことで，防災に関する知識は高まったのではないかと感じる。ただ、実際に火災が起きたわけで
はないので緊張感などの訓練に向かう姿勢に関してはどうしても課題が残る。２学期には，震災を想定した
避難訓練を実施するなど現実性のある想定をし、実際に起きたときに備えたいと思う。

評価の観点
(成果指標)
登下校指導を通して生徒の交通マナーに対する意識の向上が見られたか。

実現状況の達成度
判断基準

「交通マナーを意識するようになった」と答えた生徒が
 A：80％以上    B：70％以上    C：60％以上    D：60％未満

判定基準 Ｃ、Ｄの場合は取り組み方法の再検討を行う。

具体的取り組み
・登下校指導や集会での呼びかけ等を通じ、交通マナーの徹底を図る。
・交通事故が起こった場合はその事例を生徒に知らせ、通学路の危険な場所を周知させる。また、通学路のなかで危険
な場所がある場合は通学路の検討、改善を行っていく。

主担当 交通安全担当者

現状

・年度当初に、1年生の保護者に通学路の登録・自転車通学許可申請を行い、交通マナーの順守を約束させている。
・あいさつ運動を兼ねた街頭指導や一斉下校での街頭指導を行い、交通マナーの定着を図った。
・交通量の多い表通りに通学路を変更したことで、マナー向上、ヘルメットの着用の徹底が一層求められる。
・９９％の生徒がマナーやルールを守っていると答えているが、ノーヘルや並列走行が多々見られる。

備考 生徒調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） ９９％（A)

成果と課題
今後の改善策等

交通マナーを意識するようになったと答えている割合が９９％となっているが，巡視の際にヘルメットを
被っていなかったり，並列走行している姿が多々見られる。信号無視や接触事故などの大きなマナー違反は
あまり聞かないので良いことだと思うが，まだまだ事故に対する危機感が薄いと感じる。
事故が起きてからでは遅いので，引き続き交通マナーの呼びかけと巡視を続けていく。今後（来年度？）
は，交通安全教室などを実施していくことも考えている。



評価項目 ⑤保健管理　１健康・成長

現状

・望ましいとされる１２項目の生活習慣について、１学期と２学期の年２回調査をした結果、２学期は改善が見られ
た。しかし、セルチェックの結果では、７時間未満の睡眠の生徒が、１年生は8.4％、２年生は19.7％、３年生は
29.5％いるなど、学年が進むにつれ睡眠時間が足りていない現状があることがわかった。規則正しい生活を阻む要因に
なっていると考えられる電子メディア機器の長時間使用による健康被害などについて、引き続き学校全体で取り組んで
いきたい。

評価の観点
（成果指標）
保健指導を通して、健康な生活習慣の確立に向けて、生徒及び職員の意識が高まったか。

実現状況の達成度
判断基準

規則正しい生活を送るよう心がけたと答えた生徒および習慣改善へ向けての指導を実施したと答えた教職員が
A：80％以上    B：70％以上    C：60％以上    D：60％未満

今年度の重点目標 心身の健康について関心を持ち、生涯を通じて主体的に健康的な生活を送ることができる生徒を育成する。

具体的取り組み
・生徒が自らの生活習慣を振り返り改善できるよう、１・２学期に１回ずつセルフチェックを実施する。
・セルフチェックの結果を集計し、生徒の個別指導や学期末保護者面談の際の資料とする。
・全体的な傾向をつかみ、実態改善に即した学級での保健指導や学校保健委員会の話題決定等の参考にする。

主担当 保健主事

成果と課題
今後の改善策等

　規則正しい生活を送ることを心がけたと答えた生徒が昨年度同様８３％いたが、指導できたと答えた教職
員が昨年度は100％であったのに対し、今年度は75％に留まっているのが気にかかる。生活セルフチェック
の結果、学年が上がるにつれ就寝時刻が遅くなっており、午前０時以降に就寝している生徒が1年生は7％、
2年生は19％、3年生は28％いることがわかった。また睡眠時間についても、７時間以上の睡眠がとれている
生徒は１年生は86％、２年生が87％、３年生が75％と、3年生になると睡眠時間が短くなっていることがわ
かった。朝食については全校で92％の生徒が毎日摂取していることがわかった。保護者懇談の資料として、
各担任にはセルフチェックの生徒個々のデータを配布してあるので、生徒及び保護者に対し指導の際に活用
し、規則正しい生活習慣について継続して保健指導を実施していってほしい。

判定基準 生徒、職員ともにＣ、Ｄの場合は取り組み方法の再検討を行う。

備考 生徒および教職員調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） 生　徒…８３％（A) 教職員…７５％（B)

主担当 栄養教諭

現状

・8０％以上の生徒が苦手なものでも少しは食べるようにしていると答えており、多くの生徒が食を大切に考えている
と思われるが、給食時間の様子を見ると、苦手なものは口にしない生徒も、少数ではあるが存在するので、継続的な指
導が必要である。
・教職員の生徒への積極的な働きかけがされているが、学級によって準備時間や残食量などに差が見られるので、今後
も教職員間の共通理解が必要である。
・行事食やコラボ給食などの取組により、生徒の食への興味関心を増やすことができた。

評価の観点
(成果指標）
生徒は苦手なものでも少しは食べるように努力できたか。

評価項目 ⑤保健管理　２食・健康

今年度の重点目標 ・計画的に食に関する指導を行うとともに、給食時間における指導の充実を図る。

具体的取り組み

・食に関する指導については、栄養教諭が中心となり、生徒の実態を把握した上で、各学年に応じた指導を継続してい
く。
・給食委員会の活動を通して、生徒同士で食の大切さや感謝の気持ちを伝えあう機会を増やす。
・給食時間の指導について、（準備や配膳、片づけを含む）年度初めに教職員で共通理解を行い、また月ごと、学期ご
とにも反省を踏まえ再確認を行う。

判定結果（中間） 生　徒…８６％（A) 教職員…７０％（B)

成果と課題
今後の改善策等

　食物アレルギー等で食に配慮を必要とする生徒がいる中、教職員の働きかけにより配膳後の量調整等を個
に応じて行うことができた。給食委員会の残食ゼロの取組等を通して、生徒の残食を減らそうという意識の
向上に繋げることができたが、クラスにより取組状況の差が大きかった。生徒、教職員双方への呼びかけ方
法を検討する。

実現状況の達成度
判断基準

苦手なものでも少しは食べるように努力できたと答えた生徒、及び働きかけができたと答えた教職員が
  A：80％以上    B：70％以上    C：60％以上    D：60％未満

判定基準 生徒、職員ともにＣ、Ｄの場合は取り組み方法の再検討を行う。

備考 生徒および教職員調査を１・２学期に行う。



具体的取り組み

・気づき票やQU（楽しい学校生活を送るためのアンケート）などの分析により、支援を要する生徒を早期に発見する。
・支援シート・ファイルを充実させる。
・情報交換を密にすると共に、対象生徒に対しての共通理解を図る。
・特別支援教育委員会を開催し、担任を中心とした教職員全体での具体的支援方法を共有・実行する。
・SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)、SSR担当、通級指導教室担当、教育支援員との連携を深めて、生徒理解に努めていく。

主担当 特別支援教育コーディネーター・教育相談担当

現状

・不登校・別室登校の生徒数は昨年度から大きな変化はない。別室登校については、教職員全体で対応するシステムも
円滑に機能している。今年度はSSRの設置により、生徒の個々の状態に合わせた対応ができると思われる。
・支援を要する生徒に関しては、課題や支援の方法について、全教職員の共通理解が図られており、二次障がいの未然
防止にもつながっている。
・通常学級における支援を要する生徒は増加傾向にあるとともに、支援の多様化が課題になっている。

評価項目 ⑥特別支援教育・教育相談

今年度の重点目標 ・支援を要する生徒の情報を学校全体で共有し、職員の誰もが適切な支援をできるよう工夫する。

備考 教職員調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） ９５％（A)

成果と課題
今後の改善策等

　生徒指導部会での学校生活に不適応をおこしている生徒についての情報共有を実施できた。不登校傾向の
生徒についての数は4月当初頑張って登校を再開していた生徒も、再び欠席が増えていることで報告の対象
となっている者もいる。だが、SC・担任との情報共有を行い、保護者への対応や生徒への声掛けなどの方向
性を考えつつ、適切な支援をおこなえるようにしている。特別支援教育アドバイザーの要請で生徒の見取り
を行い、的確なアドバイスをもらうことを続けていく。また、QUの活用により生徒の状況を把握し、今後支
援が必要になるかもしれない生徒などの把握、共有をしていく。SSRの活用により、完全不登校から学校へ
通うことができるようになっている生徒もおり、良い点もあるが、利用の仕方やルール、個々への対応な
ど、気を付けていくことも多くあるのが課題として残る。

評価の観点
（努力指標）
学校生活に不適応をおこしている生徒、またはおこす心配のある生徒に対して、適切な支援を行うことができたか。

実現状況の達成度
判断基準

特別な支援を必要とする生徒に対し、生徒の実態に応じた支援を行ったという教職員が
　A：80％以上    B：70％以上    C：60％以上    D：60％未満

判定基準 Ｃ、Ｄの場合は取り組み方法の再検討を行う。

今年度の重点目標

・学校運営企画委員会を設定したり校務分掌部会の有効な活用などで効率化を図るとともに、「報告・連絡・相談」を
徹底し、課題に対して組織的に対応する。
・業務改善の取り組みを進めるため、各教職員が各自の業務を見直し、改善を図っていく。
・部活動の休養日を計画的に設定し、教職員の負担軽減と生徒の学習面や健康面のバランスのとれた成長につなげる。

具体的取り組み

・学校運営各委員会及び校務分掌部会などを計画的に開催し、組織的に業務の企画を行う。
　またその内容は着実に各学年会等で伝達することで、共通理解・共通行動に努める。
・最終退校時刻の目標を19時30分と設定する。
・業務改善の意識を高めていくため、業務を見直す取り組みを全職員で考え思考し改善していく。
・C4thの有効利用。
・自動採点システムの導入と全教科での利用を図る。
・部活動の休養日が適切に設定されるよう、活動計画を把握していく。
・月２回、「定時退校日」を設定する。
・業務の平準化を進める為、校務分掌や担当者等の見直し、また学校行事等を見直すことを通して業務改善を進めてい
く。
・留守電等を有効活用していく。

主担当 教頭

評価項目 ⑦組織運営・業務改善

判定基準 Ｃ、Ｄのときは原因を分析し、改善を図る。

備考 教職員調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） ７０％（B)

現状

・学年連絡会や生徒指導委員会において各学年の活動を理解し、連携協力して課題に取り組むことがある程度できてい
るが、それぞれの会での内容を学年会で伝達し、共通理解・共通行動を確実に図る時間が取れていない。
・校務分掌部会の設置を今年度から始めた。昨年度は担当者が一人で仕事を抱え込んでいることが多かった。
・業務改善面では、時間外勤務時間は減少しているが、退校時間はまだまだ遅い。
・部活動休養日は、計画通りに設定することができた。
・Ｃ４ｔｈがうまく機能していない。

評価の観点
（努力指標）
各人が働き方改革に向けて業務改善を進めていると感じるか。

実現状況の達成度
判断基準

働き方改革に向けて業務改善を進めていると感じている職員が
 
  A：80%以上    B：70%以上    C：60%以上    D：60%未満

成果と課題
今後の改善策等

学校運営企画委員会や生徒指導委員会において連携協力して課題に取り組もうとしているが、それぞれの会
での内容を各学年・分掌で共通理解・共通行動が十分にできていない。２学期から共通理解・共通行動を推
進するために校務分掌部会を実施できないか。働き方改革に向けて業務改善を進めていると感じている職員
が７０％とある程度意識はしているが、８０時間を超えているの職員数が４月８人、５月８人、６月５人、
７月６人と少なくはない。



評価項目 ⑧研修

今年度の重点目標 教師が相互に学び合うという意識をもち、日常的、定期的に研修をおこなう。

具体的取り組み

・学力向上のためのチーム会で基本方針を決めて、組織的に校内研修を行う。
・職員会議、学年会、教科部会、校務分掌会で、教育活動全般にわたる取り組み、課題について若手・中堅・ベテラン
が相互に支援・相談する中で、若手教員を育成する。
・休憩時間や放課後等の時間における若手教員との会話を積極的に行い、その中から見つかった課題に対しては検討会
等で検討する。

実現状況の達成度
判断基準

計画的、日常的に校内研修をおこなうことができたという職員が
 
   A：85%以上    70%以上    C：60%以上    D：60%未満

判定基準 Ｃ、Ｄのときは原因を分析し、改善を図る。

備考 教職員調査を１・２学期に行う。

主担当 教頭、主幹教諭

現状

・学力向上のためのチーム会を定期的に行い、計画の進捗状況や今後についての意見交換を行っている。
・定期的に学年連絡会が行われており、教育活動が組織的に行われるようになった。
・若手教員が相談できる組織体制はできているが、計画的ではない。今後、日常的ＯＪＴの他、定期的ＯＪＴを計画的
に行っていく。

評価の観点
（努力指標）
計画的、日常的に校内研修をおこなうことができたか。

評価項目 ⑨保護者・地域との連携

今年度の重点目標
教育活動の状況について適宜お知らせしていくとともに、その内容を見直し、保護者や地域との連携と学校への理解が
より深まるようにする。

判定結果（中間） ９５％（A)

成果と課題
今後の改善策等

今年度は学力向上に向けた２つのチームに全職員が参加し、定期的に会を開催して計画の進捗状況や意見交
換を行い、組織的な取り組みができるようになってきた。研修等も月の予定にあらかじめ入れて、計画的に
行うことができている。ただし、日常的に研修や会が多いため、内容や日程等を調整して、先生たちの負担
にならないようにしていくことが大切だと思われる。

評価の観点
（成果指標）
学校便り・学年便り・ＨＰ・メール等で、学校の様子が明確かつ丁寧に伝わっているか。

実現状況の達成度
判断基準

学校便りやＨＰ等で、学校の様子がよくわかると回答した保護者が
 
　A：80%以上　  B：70%以上　  C：60%以上　  D：60%未満

判定基準 Ｃ、Ｄのときは具体的な取組を考える。

具体的取り組み
ホームページの更新や各種便りの発行を着実に行うとともに、内容の検討を行っていく。
また情報の把握をしっかりと行い、その対応について保護者メールでも適切に配信していく。
全市導入の配信システムｺﾄﾞﾓﾝを有効活用していく。

主担当 教頭

現状

・学校便り等の各種便りやコドモン、ＨＰで学校の様子をお知らせしてきている。
・コドモンで緊急メールを配信したり、配布物を添付して保護者へ確実にお知らせが届くようにしたり、欠席連絡等を
行っている。
・ＨＰは毎月更新を行っており、学年毎の月行事も掲載するようになった。
・ホームページは新しいものにリニューアルした。

備考 保護者調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） ９２％（A)

成果と課題
今後の改善策等

学校便り等の各種便りや緊急メール・部活動の大会結果等については、その都度コドモン及び、ＨＰでお知
らせしている。
また、ＨＰは毎月更新を行っており、学年毎の学級便りなども掲載するようになってきた。



評価項目 ⑩教育環境設備

現状

・教職員アンケートから、殆どの職員が安全点検は計画通り実施し修繕、美化に努めることができている。
・日常においても見回りの中で不良箇所等の情報の把握を行っている・協働で営繕を行う体制作りは十分といえない。
・職員室の棚や窓際といった部分の美化、整理は十分といえない。
・不良箇所の整備、修繕は十分とはいえないが、教育委員会等とも連携しながらできるだけ早期に取り組んでいる。

評価の観点
（努力指標）
校舎内外の管理箇所の安全点検を定期的に行い、協働で修繕・美化に努めることができたか。

実現状況の達成度
判断基準

校舎内外の管理箇所の安全点検を定期的に行い、協働で修繕・美化に努めることが

A：できた　　B：おおむねできた　　C：あまりできなかった　　D：できなかった

今年度の重点目標 学校安全点検を定期的に実施し、安全な施設になるように整備、美化に努める。

具体的取り組み

・安全点検の計画に沿った実施と、不良箇所等への早期の対応を心がける。
・日常においても職員が協働しながら校舎内外の見回りを行い、不良箇所の情報の把握と早期の対応及び美化に心がけ
る。
・生徒からの情報が生かされるよう、生徒会委員会とも連携していく。
・縦割り清掃活動を今後とも続け、しっかりと清掃に取り組む環境、雰囲気を大切にする。

主担当 教頭、管理担当者

成果と課題
今後の改善策等

教職員アンケートから、殆どの職員が安全点検は計画通り実施し修繕、美化に努めることができているが、
日常においても見回りの中で不良箇所等の情報の把握を行っている・協働で営繕を行う体制作りは十分とい
えない。不良箇所の整備、修繕は十分とはいえないが、学校だけでは整備、修繕できない箇所は教育委員会
等とも連携しながらできるだけ早期に取り組んでいきたい。

判定基準 Ａ、Ｂの合計が80%未満のときは、問題点を把握し、改善に向けて管理責任者等と対応を検討していく。

備考 教職員調査を１・２学期に行う。

判定結果（中間） ８０％（A)


